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ライトオイルに対応可能なMOTIVボールの代名詞であるTHRILLシリーズですが、今回カバーストックとコアを含め、更なる
バージョンアップを図っての発売です。以前発売されたTOP THRILLはHalogenV2コアを搭載し、Halogenコアを改良して
パフォーマンスを調整していましたが、今回のMAX THRILLはSolid・Pearlともに以前のHalogenコアの数値に戻すことで、
フレアの広がりを増やしネジレ感を強くしました。そのHalogenコアを支えるTurmoi l  XP3 Pear lカバーですが、
VENOM SHOCKのカバーストックをベースにより少ないオイルに対応可能なように配合調整されています。
MAX THRILL Pearlは、より長いスキッドを保てるよう調整されていて、TOP THRILLと同じスキッドを保ちながらバックエンドの
動きは強化されています。MAX THRILL Solidはバックエンドの反応のメリハリ感はPearl仕様に劣るものの、Solidらしい持続的な
キャッチを伴うスキッドと、Pearlより大きい曲がりが期待でき、様々な環境で使用できるスペックでもあります。
現行キャッチ系のボールが中心で開発が多く進む中、カバーストックがライトオイル用のボール自体の絶対数が少なく、
他社を含めても選択肢は限られているのが現状です。その中で今までのTOP THRILLのスキッド感は保ちながらコアの数値を上げて
(もとに戻し)搭載されたMAX THRILLは、大いに価値があります。特にPearl仕様のMAX THRILLはコアの数値が変わったことで
奥のネジレ感のイメージが強くなり、インサイドに入ってからの入射角が得られやすいことも特徴として挙げられますし、Solid仕様も
現行のキャッチ系カバーにはない強過ぎず噛みすぎない性能の曲がりを実感していただけるでしょう。

ライトオイル対応の市場で絶対数が足りていない領域のボールで、手前だけが枯れる傾向のコンディションの
変化の中で、有効的に使えるボールに仕上がっています。
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